
 

 

                     

                     

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 
策定時値 

（2011） 

目標値 

（2017） 

評価値 

（2019） 
判定 

「食育」という言葉を知っている人の割合 
男性 25.3％ 30.0％ 79.1％ Ａ 

女性 51.4％ 70.0％ 93.6％ Ａ 

30 歳代男性が朝食を毎日食べる割合 51.4％ 70.0％ 66.0％ Ｂ 

保育園児を持つ養育者が朝食を毎日食べる割合 75.0％ 85.0％ ― Ｅ 

小学 4年生が朝食を毎日食べる割合 89.0％ 100％ ― Ｅ 

栄養バランスのとれた食事（主食+主菜+副

菜）をしている人の割合 

男性 67.3％ 75.0％ 61.1％ Ｄ 

女性 67.7％ 75.0％ 67.4％ Ｃ 

自分の適正体重を認識して体重コントロー

ルを実践する人の割合 

男性 54.8％ 65.0％ 59.9％ Ｂ 

女性 72.9％ 85.0％ 70.1％ Ｄ 

食事をゆっくりよくかん

で食べている人の割合 

20 歳代 男性 20.8％ 30.0％ 54.0％ Ａ 

30 歳代 男性 42.9％ 50.0％ 27.7％ Ｄ 

一日一食以上家族と食事を食べる人の割合 84.2％ 100％ ― Ｅ 

食品を選ぶ際に、愛媛県産を意識する人の割合 

※食生活に関するアンケート調査（H21 年東予地方局地域重点化プログラム） 
58.7％ 70.0％ ― Ｅ 

学校給食における地元産野菜等を使用する割合 24.0％ 40.0％ 34.1％ Ｂ 

＊新居浜市の農産物の地産地消推進マスコットキャラクター 

第２次新居浜市食育推進計画  

🔶第１次新居浜市食育推進計画の評価 
  

  

◇基本理念 

市民一人ひとりが食に関する知識と選択する

力を養い、食べることの大切さを理解すること

で「食 力
しょくぢから

」が身につきます。 

本計画では、引き続き「元気作ろう！食 力
しょくぢから

（食事から）」のスローガンの下、子どもから大

人まであらゆる世代の人々が様々な経験を通じ

て「食」に関する知識と「食」を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することにより、

生涯にわたって健康な心身と豊かな人間性を育

むことを目指します。 

概要版 

（2020年度～2024年度） 

 

スローガン  

元気つくろう！食力
しょくぢから

(食事
し ょ く じ

から) 

【評価判定基準】 

Ａ：目標に達した 

Ｂ：目標に達していないが改善傾向にある 

Ｃ：変わらない 

Ｄ：悪化している 

Ｅ：評価困難 

  計画に定めた数値目標について評価を行いました。 

「食育」の認知度、若い男性の朝食を毎日食べる割合、男性の適正体重を認識して体重コントロー

ルを実践する人の割合、20 歳代男性の食事をゆっくりよくかんで食べている人の割合が改善しまし

た。 

栄養バランスのとれた食事をしている人の割合、女性の適正体重を認識して体重コントロールを実

践する人の割合、30歳代男性の食事をゆっくりよくかんで食べている人の割合が悪化しています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  標 
現状値 

(本計画策定時点) 

目標値 

（2024） 

「食育」という言葉も意味も 

知っている人の割合の増加 

男性 33.8％ 50％ 

女性 57.4％ 70％ 

若い世代が朝食を毎日食べる割合の増加 

（20～30 代） 
62.0％ 80％ 

小学生が朝食を毎日食べる割合の増加 91.6％ 100％ 

栄養バランスのとれた食事をしている人の割

合の増加 
64.9％ 70％ 

生活習慣病予防のために適正体重の維持を心

がけている人の割合の増加 
65.6％ 75％ 

ゆっくりよく噛んで味わって食べている人の

割合の増加 
50.4％ 70％ 

一日一回以上家族や友人と食事を食べる「共食」

の割合の増加 
67.7％ 80％ 

食品を選ぶ際に、愛媛県産を意識する人の割合

の増加 ※市民アンケート調査 
38.3％ 50％ 

学校給食における地場産物を使用する割合の増

加 
34.1％ 40％ 

食品ロス削減のために何らかの行動をしている

人の割合の増加 
― 80％ 

推進目標２ 

食を通じて豊かな心を育てる 

全ての市民が健全で充実した食生活を実現できるよう、共食等の機会の提供

を行うとともに、食べ物を無駄にせず、食に関する感謝の気持ちを育むなど、

食を通じて豊かな人間形成を図っていくことを目指します。 

推進目標１ 

生活習慣病の予防につながる食育を推進する 

バランスのとれた食事を適量とることは、健康な生活を維持するために大切

です。「早寝早起き朝ごはん」など、子どもの頃から基本的な生活習慣を身に

つけ、栄養バランスのとれた食生活の実践につながるよう食育を推進します。 

推進目標３ 食を取り巻く環境を整備する 

すべての人が食育を実践できるよう、食生活改善推進協議会等、地域の団体

や事業者との連携を強め、食育の輪を広げられるよう努めます。また、郷土料

理、伝統食材、食事の作法等、伝統的な食文化の保護・継承を図ります。 

🔶第２次新居浜市食育推進計画の評価指標 

  食育の取組について、評価や現在の課題を基に具体的な目標を設定して、その成果や達成度を客観的に把握 

します。 

  

目標を達成でき
るように 
食育について考
えてみよう！ 

🔶第２次新居浜市食育推進計画の基本的な方向 
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